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使用後のご注意事項7
排水の処理
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１．モイストホースのモイスト噴出口を手で持ち、ホース
　　を垂直にして軽く振りながらホース内の水を落として
　　ください。
　※モイストが結露した水は自動的にドレインタンクへ排水
　　されています。ドレインコックを開かなくてもドレイン
　　タンクに水が溜まりますのでご注意ください。

２．ドレインコックを開き、本体内の水を排水してください。

３．ドレインタンクを引き抜き水を捨ててください。

４．ドレインコックを閉めてください。

ドレインタンク内の水を常々確認のうえ使用
してください。 水が溜まっていたら、あふれ
る前に捨ててください。

本体内の排水は毎日、作業終了時に行って
ください。

熱い水が残っているときの排水は、危険です
のでおやめください。 水が冷めてから排水して
ください。

モイストキャップ使用後は、モイストキャッ
プ内に水が溜まっている恐れがありますの
で、モイストキャップをはずす際、水がこ
ぼれない様に注意してください。

ドレインコック

ドレインタンク

開

閉



施術プロセス例8
アイミストキュアはすべてのメニューにご利用いただけます。
痛んだ髪への修復作用が高まります。
処理剤塗布後に使用すれば、すばやく髪の内部まで浸透し、美しい髪によみがえります。
また、仕上げ前に使用することによってよりしっとり、滑らかな感触になります。
ここでは、モイストコームでのコーミングとモイストキャップを使った標準施術プロセス例を
ご紹介します。

カット

① コーミング２～３分

② カット

③ コーミング２～３分

④ 仕上げ

※コーミング時設定　モイスト温度レベル４　モイストレベル４

モイストコーム A又は Bを使用
※髪質、長さによって使い分けてください。

カット前に髪に水分を補うことで、くし通りが良くなり、
カットしやすくなります。

モイストコーム A又は Bを使用
※髪質、長さによって使い分けてください。

スタイリング前に使うことにより、髪が潤い、なめらかになります。
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モイストコームでのコーミング モイストキャップ
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